
　

多
く
の
皆
様
に
叱
咤
激
励
を
い
た
だ
き
な
が
ら
藤
沢
市
議

会
議
員
と
し
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。「
市
民
の
皆
さ

ん
の
声
」、「
現
場
の
視
点
」
を
常
に
意
識
し
、
肌
で
感
じ
、

積
極
的
に
ご
意
見
を
頂
戴
す
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

急
激
に
進
む
少
子
高
齢
化
、
地
域
経
済
の
停
滞
、
満
足
の

い
っ
た
も
の
に
な
ら
な
い
子
育
て
・
福
祉
支
援
な
ど
、
考
え

て
い
る
以
上
に
多
く
の
問
題
、
課
題
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　

現
役
世
代
に
喪
失
感
を
、
高
齢
者
に
は
不
安
を
抱
か
せ
る

よ
う
な
政
治
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
に
議
員
一
人
一
人
が
し
っ

か
り
と
行
政
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
、
市
川
か
ず
ひ
ろ
は
、
働
き
盛
り
の
世
代
の
一
人
と
し

て
責
任
を
持
ち
、
い
ま
も
あ
し
た
も
誇
れ
る
藤
沢
を
創
る

た
め
に
が
ん
ば
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
賜
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
川
か
ず
ひ
ろ
は
議
会
の
場
で
様
々
な
質

問
、
提
案
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
市
民
の

皆
様
や
民
間
会
社
、
各
種
団
体
と
多
く
の
意

見
交
換
の
中
で
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
形
に

し
て
き
ま
し
た
。

●
川
名
地
区
に
お
い
て
要
望
が
あ
り
ま
し
た
信
号
機
、

横
断
歩
道
の
新
設
に
対
し
、
神
奈
川
県
並
び
に
警
察

署
に
要
望
。

●
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
省
エ
ネ
ギ
ー
型
の
設
備
を

導
入
し
た
建
築
物
に
対
し
、
建
築
基
準
法
に
よ
る

容
積
率
緩
和
の
制
度
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
一
般

質
問
で
提
案

　

平
成
21
年
4
月
よ
り
藤
沢
市
に
お
い
て
運
用
基
準

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
上
手
に
使
う

と
い
う
上
で
は
、何
と
い
っ
て
も
家
庭
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
と
い
う
の
は
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
。
家
庭
部
門
で

は
３
割
を
占
め
る
給
湯
の
省
エ
ネ
が
注
目
を
さ
れ
て

お
り
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
の
高
い
給
湯
器
の
普
及
が

望
ま
れ
て
い
ま
す
。
で
あ
る
な
ら
ば
、
横
浜
市
の
よ

う
に
、
容
積
率
緩
和
制
度
で
建
築
物
の
省
エ
ネ
化
を

さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え

ま
し
た
。

●
地
産
地
消
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、
飲
食
店
な
ど

で
の
利
用
促
進
が
大
切
。
湘
南
ふ
じ
さ
わ
産
の
表
示

に
は
、
シ
ン
ボ
ル
的
な
も
の
が
必
要
と
予
算
委
員

会
で
発
言

　

藤
沢
市
で
は
、
平
成
21

年
度
に
「
藤
沢
市
地
産
地

消
条
例
」、
平
成
22
年
度
に

は
「
藤
沢
市
地
産
地
消
推

進
計
画
」
を
策
定
。
ま
た
、

こ
の
ほ
ど
、
地
産
地
消
を

推
進
す
る
た
め
の
「
湘
南

ふ
じ
さ
わ
産
利
用
推
進
店
」

制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

し
た
。

●
私
は
大
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、
や
は
り

自
衛
隊
の
役
割
と
い
う
も
の
は
非
常
に
大
き
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
本
市
で
も
、
退
職
自
衛
官
を
採
用
し
、

防
災
計
画
の
立
案
や
大
地
震
発
災
時
の
情
報
収
集
、

関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
な
ど
、
防
災
業
務
対
策
に

活
用
す
る
べ
き
で
は
と
一
般
質
問
で
提
案
。

　

平
成
21
年
8
月
よ
り

危
機
管
理
官
と
し
て
採

用
。
危
機
管
理
体
制
の

向
上
に
つ
な
が
っ
た
も

の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

平成21 年 3 月に設置。

国民保護協力会講演会時に
佐藤正久参議院議員と

湘
南
ふ
じ
さ
わ
産
農
水
産
物
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が

出
来
上
が
り
ま
し
た
。

いまもあしたも誇れる藤沢であるために
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
挨
拶

略歴
六会幼稚園
六会小学校
湘南台中学校
日本大学藤沢高校
日本大学法学部経営法学科
大和工商リース㈱
労働大臣（甘利明）秘書
衆議院議員（甘利明）公設第二秘書

現在
藤沢市議会議員（会派　ふじさわ自民・無所属の会）
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藤沢市緑化事業協同組合　顧問
藤沢若とび連合会　顧問
村岡地区諸団体　顧問
少林寺拳法藤沢道院　顧問
藤沢市バドミントン協会　会長
日本大学藤沢高校同窓会藤沢支部　副支部長

市川　かずひろ　39歳
昭和46年4月8日鵠沼神明に生まれる

元経済産業大臣（甘利明）秘書

活
動
報
告

か
ず
ひ
ろ
の

　藤沢を担うエースと期待する市川かずひろ君には藤沢のアイデンティティ（藤沢
らしさの創造）を確立し、他市に抜きんでたまちづくりに取り組んでほしいと思います。
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●
東
京
電
力
㈱
「
首
都
圏
の
電
気
の
ふ
る
さ
と
」

福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
館
や
東
京

ガ
ス
㈱
根
岸
工
場
を
視
察
見
学
。
私
が
申
す
ま
で
も

無
く
、
わ
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
は
4
％
。

原
子
力
を
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
換
算
し
て
も
20
％

弱
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
成
は
化
石
燃
料
が
８
割
以
上
、

そ
の
大
部
分
が
石
油
、
そ
の
石
油
の
９
割
は
中
東

か
ら
の
輸
入
。
50
年
先
、
資
源
の
無
い
わ
が
国
が

今
と
同
じ
よ
う
な
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
で
き
る
か
ど

う
か
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
か
か
っ
て
く
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
「
藤
沢
」、

（
私
た
ち
「
藤
沢
市
民
」）
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

を
使
う
だ
け
使
う
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
地

（
者
）
と
い
う
認
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
と
考
え

ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
と
い
う
概
念
を

広
め
、
環
境
政
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　●

神
奈
川
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
を
視
察
。
身
近

に
あ
る
相
模
湾
の
構
造
や
そ
こ
で
取
れ
る
魚
や
貝
、

栽
培
漁
業
と
養
殖
の
違
い
、
県
の
栽
培
漁
業
基
本

計
画
と
放
流
実
績
な
ど
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
き

ま
し
た
。
会
派
で
は
漁
場
を
育
て
、
そ
れ
を
地
産

地
消
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
観
光
な
ど
そ
の
他
の
面

で
も
活
か
す
事
が
出
来
な
い
か
と
言
う
議
論
を
し

て
い
ま
す
。

●
国
際
ア
ニ
メ
フ
ェ
ア
を
見
学
。
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業

の
誘
致
、
藤
沢
コ
ン
テ
ン
ツ
タ
ウ
ン
構
想
は
私
の
念

願
で
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
私
た
ち
は
普
通
に
本

を
読
み
、
音
楽
を
聴
き
、
演
劇
や
ド
ラ
マ
、
映
画
な

ど
の
映
像
に
触
れ
て
、
成
長
し
、
心
を
、
人
生
を
豊

か
に
し
て
い
ま
す
。
自
治
体
だ
っ
て
映
像
を
使
い
、

自
分
の
ま
ち
の　
　

を
盛
ん
に
行
い
、
イ
メ
ー
ジ
づ

く
り
、
観
光
や
市
民
交
流
、
ま
ち
づ
く
り
の
情
報
発

信
に
役
立
て
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
こ
う
し
た
コ
ン

テ
ン
ツ
産
業
の
力
を
使
っ
て
い
く
こ
と
が
本
市
の
経

済
面
や
文
化
面
、
教
育
面
な
ど
の
全
体
的
な
向
上
に

つ
な
が
る
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
取

り
組
み
ま
す
。

　

業
界
、
団
体
の
皆
様
と
の
意
見
交
換
会
で
現
場
の

声
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
専
門
家
の
専

門
的
な
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
公
平
公
正
の
観
点

で
の
政
策
作
り
は
議
員
の
原
点
で
も
あ
り
ま
す
。

R
P

経済団体藤沢商工会議所の
議員の皆様と意見交換会

●自民党は児童虐児ゼロを目指します。
　

●自由民主 YesNo-Voice にご投票ください。
　

自民党の地方議員が全国一斉にそれぞれの議会で同
じ質問を行い、児童虐待防止法が各自治体で有効に
運用されているかどうか徹底的に調べます。調査結
果を法改正や今後の対策に活かします。

自民党トピックス

●
東
京
電
力
㈱
「
首
都
圏
の
電
気
の
ふ
る
さ
と
」

福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
館
や
東
京

●
国

の
誘

願
で

を
読

ど
の

か
ず
ひ
ろ
が

考
え

念
を

業
界
、
団
体
の
皆
様
と
の
意
見
交
換
会
で
現
場
の

声
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
専
門
家
の
専

門
的
な
ご
意
見

伺
い
な
が

、
公
平
公
正
の
観
点

か
ず
ひ
ろ
と
学
ぶ

藤沢市の人口は 40 万人を超えまし
た。一人でも多くの方に私自身を
知っていただくためには皆様のご協
力が必要です。ボランティア可能な
方は下記までご連絡くださいますよ
うお願い申し上げます。

地域の集まり、趣味の集まり、会社の朝礼などどこへでも駆けつけます。
宜しくお願い申し上げます。

●ポスターの掲出をお願いします●ボランティアを募集しています

皆様からの暖かいご支援を頂き、会の充実・
発展に努めてまいりたいと考えております。
ご近所の方、お知り合いの方などを是非、
ご紹介くださいますようお願い申し上げ
ます。会のイベントのお知らせや「市川
新聞」等発送させていただきます。

ご自宅の塀や土地にポスターを掲出させてくださ
い。掲出可能な方は、
下記までご連絡くだ
さいますようお願い
申し上げます。

「市川かずひろ」からのお願い
●お声をかけてさい

市川かずひろの会　事務所　TEL/FAX　0466（24）4871　メール　ichikawa.kazuhiro@jcom.home.ne.jp

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
は
各
世
代
多
種
多
様
で
す
。
良
い
住
環
境
と
は
？

と
聞
か
れ
て
ら
、「
す
ぐ
お
医
者
さ
ん
に
か
か
れ
る
」「
近
く
に
安
く
て
よ
い
品

の
あ
る
ス
ー
パ
ー
が
あ
る
」「
治
安
が
良
い
」
な
ど
な
ど
、
様
々
で
す
。
各
世

代
の
ニ
ー
ズ
を
見
極
め
、
暮
ら
し
や
す
い
住
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
藤
沢
か
ら
落
書
き
を
な
く
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
自
ら
も
落
書
き
消

し
隊
を
編
成
す
る
と
と
も
に
、
罰
則
強
化
も
視
野
に
入
れ
た
制
度
設
計
に
取
り

組
み
ま
す
。 イ

ン
フ
ラ
を
含
む
住
環
境
の
整
備

1
　

自
助
・
自
立
を
基
本
と
し
つ
つ
も
、
自
助
努
力
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
部
分

は
相
互
扶
助
に
よ
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
確
保
す
る
な
ど
、
安
心
で
き
る
社

会
保
障
制
度
を
確
立
す
る
こ
と
は
急
務
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
増
え
続
け
る

高
齢
者
を
社
会
全
体
で
支
え
る
た
め
に
現
役
世
代
へ
過
度
に
依
存
す
る
よ
う
な

や
り
方
で
は
い
ず
れ
限
界
が
来
ま
す
。
地
域
の
実
情
に
即
し
た
財
源
の
確
保
と

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
考
え
ま
す
。

持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
構
築

2
　

市
民
の
皆
様
か
ら
多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
の
は
介
護
に
関
す
る

相
談
で
し
た
。

①
介
護
人
材
確
保
の
た
め
の
処
遇
改
善
。②
施
設
待
機
解
消
の
た
め
の
施
設
整

備
。③
認
知
症
の
人
が
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
。④
配
食
や
送
迎
，
見

守
り
介
護
な
ど
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
。
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う

の
が
な
に
よ
り
と
考
え
ま
す
。
以
上
の
意
見
を
踏
ま
え
、
介
護
保
険
法
に
基

づ
く
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
適

切
な
提
供
体
制
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

き
め
細
か
な
福
祉
の
追
求

3
　

子
育
て
環
境
の
中
で
最
も
深
刻
な
の
は
保
育
園
の
待
機
児
童
問
題
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
保
育
所
を
た
だ
増
や
せ
ば
、
問
題
が
解
決
す
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
財
源
や
ニ
ー
ズ
の
問
題
が
あ
る
か
ら
で
す
。
ニ
ー
ズ
の
多
い

駅
周
辺
の
土
地
の
確
保
、
そ
し
て
、
コ
ス
ト
の
軽
減
、
暫
定
的
な
現
象
の
対

応
と
し
て
、
リ
ー
ス
方
式
な
ど
に
よ
る
施
設
（
プ
レ
ハ
ブ
も
含
む
）
の
設
置

を
提
案
し
ま
す
。

　

藤
沢
市
で
は
平
成
23
年
度
よ
り
中
学
校
給
食
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
ま

す
。
財
源
・
効
果
・
個
々
の
お
宅
で
の
食
生
活
事
情
な
ど
の
課
題
整
理
の
た
め

皆
様
の
ご
意
見
を
伺
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

教
育
、
子
育
て
の
目
標
は
培
っ
た
知
識
や
体
験
を
社
会
で
生
か
す
こ
と
が
出

来
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
自
分
自
身
で
考
え
、
答
え
を
出

す
事
が
出
来
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
私
は
そ
の
考
え
方
を
大
前
提

に
子
育
て
、
教
育
環
境
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

子
育
て
・
教
育
環
境
の
充
実
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地
域
資
源
を
活
用
し
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
で
地
域
経
済
に
貢
献
す
る
企
業
へ

の
積
極
的
な
支
援
。
地
域
経
済
で
の
受
発
注
の
仕
組
み
づ
く
り
。
藤
沢
の
強
み

を
分
析
し
、
藤
沢
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
。
消
費
者
の
声
を
地
域
経
済
に
活
か
す
仕

組
み
づ
く
り
。
ま
た
、市
内
企
業
の
一
部
弱
点
と
指
摘
さ
れ
る
市
場
獲
得
力
（
い

わ
ば
技
術
は
優
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
売
れ
な
い
）
の
拡
大
に
対
し
て
は
行
政
、

民
間
の
更
な
る
連
携
を
誘
導
し
ま
す
。
こ
う
し
た
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
絡
め
な
が

ら
、
引
き
続
き
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
一
つ
で
あ
る
産
業
政
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

市
内
農
水
工
商
に
携
わ
る

　

皆
さ
ん
の
生
産
性
、
所
得
の
向
上
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●「市川かずひろの会」への
　　　　　　入会・紹介のお願い

毎議会終了後、市政報告・意見交換会の開催を徹底します。
市民の皆様のアイデア、知恵、提案を形にする仕組みを考えます。
議会終了後 市政報告 意見交換会 開催を徹底します

私、市川かずひろはこう考えます。
いまもあしたも誇れる藤沢のためにい

地
域
資

の
積
極
的

を
分
析
し

組
み
づ
く

わ
ば
技
術

民
間
の
更

ら
、
引
き 市

5

毎議
市民
毎議毎議

私
財政

地域経済

福祉

業本発経

す。


